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  突然の臨時休業（９／１～９／３）で始まった 2学期は、6日の始業式 

から分散登校が始まり、翌7日からはオンライン授業同時配信も開始し 

ました。テスト配信を兼ねた始業式の配信では、約１２％の生徒が自宅で 

視聴しました。亀山市では登校による対面学習と自宅でのオンラインを 

選択できるハイブリット式を取っていますが、7日からの授業ではさらに 

多くの生徒が自宅でのオンライン授業を選択しています。 

  さて、保護者のみなさんにとってはオンラインの授業配信とはどんなも 

のなのかと気になるところだと思います。写真は zoomによる始業式と授 

業時の配信（1年3組塚教諭）の一場面です。7日の塚先生の授業に私も zoomで参加させていただきま

した。この授業では自宅で視聴している生徒に音声、映像が受信できているかを確認しながら、実験の映像

を共有で配信するなどを行い、教室で授業を受けている時と同じように授業に参加することができました。 

 

緊急事態宣言の延長は？13日からの授業はどうなるの？ 

」   さて三重県に発出されている緊急事態宣言は1３日以降どうなるのでしょうか。そして 13日からの授業

はどうなるのかと心配されている生徒、保護者の方は少なくないのではないでしょうか。緊急事態宣言が延

長されるとすれば、学校も感染対策を優先した運営を継続しなくてはなりません。生徒の学習や心身の健康

は大丈夫なのかと心配は尽きません。 

しかしながら実感として上記のようにオンライン授業の効果、可能性も感じることができました。登校によ

る感染リスクは０ではありません。学びの継続と感染防止の両立のために、オンラインでの授業を選択する

ことも、あらためてご一考ください。 

 

  教職員にとってもオンライ

ン同時配信授業への不安が

あったのも事実です。機器の

操作に加え、不具合が生じ

たときの対処など課題もあり

ますが、職員間で協力しな

がら、取り組んでいきます。 

  またより効果的なオンライ

ン授業となるよう、教職員研

修などを行い、視聴する生徒

にとって、さらにわかりやす

い、活動しやすい配信を各

教科で高めていきます。 

 

ホームページの「学校だ

より」ではより鮮明な画像

でご覧いただけます！ 


